
改革工程表２（年度別実行計画）

改革方針

【１今後の団体のあり方 】
・ホテル事業は引き続き継続
・事業方策等将来を見据えた検討 [H22.4 鹿島ｾﾝﾄﾗﾙﾋﾞﾙ新館

の収支改善を盛り込んだ
新館改善対策を策定]

【２新たな中期経営計画の策定 】
・次期中期経営計画を策定し経営改善
に取り組む

[Ｈ２２．５月策定]

・経営改革推進会議・営業推進本部会
議（各月１回開催）において進行管理 [経営改革推進会議
を行う （毎月1回開催）]

[営業推進本部会議
（毎月1回開催）]

【３中期経営計画に基づく取り組み】
（１）売上確保への取り組み強化
①ホテル宿泊稼働率の向上
H26目標値： ６５．０％ ６６．６％ ６８．２％ ６９．８％ ７１．５％
・宿泊稼働率７１．５％

※H21実績 ６０．０％ [６４．７％]
・平日，土日祝日の集客，利用拡大

②ホテル事業に関する利用者数の増
H26目標値： ６４７千人 ６５７千人 ６６８千人 ６７８千人 ６９０千人
・ホテル事業利用者数６９０千人

※H21実績 ６１５千人 [６０７千人]
・ホテル全体で売上確保

③施設管理業務の受託件数の増
H26目標値： １６件 １６件 １７件 １７件 １８件
・受託件数１８件

※H21実績 １５件 [１６件]
・競争力強化，新規事業への参入

④テナント入居率の向上
H26目標値： ７５．２％ ７６．４％ ７７．６％ ７８．８％ ８０．０％
・テナント入居率８０．０％

※H21実績 ７３．６％ [７４．２％]
・募集活動，情報収集を重点的実施

※注 [ ]は目標達成状況

平成22年度 平成23年度 平成25年度 平成26年度平成24年度

団 体 名 及 び 部 局 ・ 課 名 鹿島都市開発株式会社 企画部事業推進課

改 革 遂 行 責 任 者 代表取締役社長
企画部長，事業推進課長，
総務部長，出資団体指導監

会社による事業継続と将来を見据えた検討
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（Ｈ２２～Ｈ２６）
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改革方針

（２）債務超過の計画的解消
・債務残高（H22.3月末)

5,976百万円
[131百万円を解消]

（３）地域企業等との連携
・地域に貢献する企業として発展す
ため地域企業等との連携

[地域企業からの社外取締役
就任を検討]

【４県関与のあり方】
（１）県貸付金償還金の取扱い

・県貸付金の償還計画の見直し
・未償還残高 約１０１億円 [Ｈ２２．４月実施]

[246百万円を償還]

（２）県の人的支援の縮減
・会社の自立的な営業推進を図り，
人的支援を縮減

[県駐在職員１名削減]

【５進行管理結果の公表】

[H22.6月 県議会報告]
[H22.7月 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ公表]

※注 [ ]は目標達成状況

平成26年度平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

償還計画の平準化
（H22～）

自立的な営業推進を図り，人的支援を縮減

地域企業との連携

平準化計画に基づき償還

地域企業等との連携

６億円以上の債務超過の解消

毎年度の進行管理結果を県議会に報告するとともに，ホームページ等で公表


